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多
彩
な
地
域
活
動
を
支
援

個
性
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
や
ふ
れ
あ

い
豊
か
な
交
流
推
進
事
業
な
ど
、
市
民
団
体

が
自
主
的
・
主
体
的
に
取
り
組
む
ま
ち
づ
く

り
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

補
助
金
は
、
対
象
事
業
費
の
２
分
の
１
ま

で
で
、　

万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

３０

▼
問
い
合
わ
せ　

企
画
課（

�
�
１
１
２
２
）

い
き
い
き
推
進
事
業
へ
の
補
助　
　

万
１００

円
商
店
会
ま
た
は
商
店
会
が
中
心
と
な
っ
て

組
織
さ
れ
た
団
体
が
、
商
業
の
振
興
や
地
域

経
済
の
活
性
化
の
た
め
、
地
域
住
民
と
共
同

で
行
う
イ
ベ
ン
ト
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。
幌
別
地
区
は
『
の
ぼ
り
べ
つ
豊
水

ま
つ
り
』
、
鷲
別
地
区
は
『
鷲
別
手
づ
く
り

夏
祭
り
』
、
若
草
・
新
生
地
区
は
『
グ
リ
ー

ン
ピ
ア
・
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
、
登

別
地
区
は
『
わ
く
わ
く
広
場
の
ぼ
り
べ
つ
』

に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

商
業
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
事
業
へ
の
補
助

　

万
円

８０

平
成　

年
度
は
千
歳
町
の
市
民
プ
ー
ル
横

１５

広
場
を
会
場
に
、
９
月
７
日
�
の
開
催
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

登
別
農
業
ま
つ
り
運
営
へ
の
補
助　
　
２０

万
円

▲のぼりべつ豊水まつり▲わくわく広場のぼりべつ『サーカス工房大作戦』
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平
成　

年
度
は
、
９
月　

日
�
・　

日
�

１５

１３

１４

の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

登
別
漁
港
ま
つ
り
運
営
へ
の
補
助　
　
４０

万
円

市
内
の
町
内
会
で
組
織
さ
れ
る
各
地
区
の

連
合
町
内
会
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

市
内
の
連
合
町
内
会
は
、
登
別
温
泉
地
区
、

登
別
地
区
、
鉄
南
地
区
、
札
内
・
来
馬
地
区
、

中
央
地
区
、
幌
別
西
地
区
、
青
葉
地
区
、
富

岸
地
区
、
新
生
地
区
、
鷲
別
地
区
、
美
園
・

若
草
地
区
の　

連
合
町
内
会
。

１１

▼
問
い
合
わ
せ　

市
民
課（

�
�
１
８
５
５
）

登
別
市
連
合
町
内
会
へ
の
助
成　
　

万
２４０

円
地
域
の
発
展
を
目
的
に
活
動
す
る
町
内
会

の
運
営
を
支
援
し
ま
す
。
助
成
金
は
、
団
体

割
や
世
帯
割
、
会
館
割
、
街
路
灯
割
で
交
付

さ
れ
、
地
域
の
美
化
清
掃
を
は
じ
め
、
敬
老

会
や
祭
典
、
新
年
会
、
街
路
灯
や
会
館
の
維

持
管
理
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
内
の
町
内
会
数
は
、　

町
内
会
。

９９

▼
問
い
合
わ
せ　

市
民
課（

�
�
１
８
５
５
）

町
内
会
運
営
へ
の
助
成　

３
千　

万
円

１８７

団
体
や
個
人
な
ど
を
対
象
と
し
た
『
花
壇

コ
ン
ク
ー
ル
』
の
開
催
や
『
ま
ち
づ
く
り
市

民
の
つ
ど
い
』
で
の
講
演
会
、
『
市
民
憲
章

だ
よ
り
』
を
発
行
し
て
い
る
『
登
別
市
民
憲

章
推
進
協
議
会
』
の
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、

助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

登
別
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
へ
の
助
成

　

万
円

３５交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

首
都
圏
在
住
の
登
別
市
出
身
者
や
ゆ
か
り

の
あ
る
方
で
構
成
さ
れ
る
『
東
京
登
別
げ
ん

き
か
い
』
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。
平
成　
１４

年　

月
末
現
在
の
会
員
数
は　

人
。

１０

５２９

東
京
登
別
げ
ん
き
か
い
の
支
援　
　

万
１００

８
千
円

札
幌
圏
在
住
の
登
別
市
出
身
者
や
ゆ
か
り

の
あ
る
方
た
ち
で
構
成
さ
れ
る
『
札
幌
の
ぼ

り
べ
つ
会
』
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。
平
成

札
幌
の
ぼ
り
べ
つ
会
の
支
援　

４
万
８

千
円
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登
別
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
を
『
登
別
市

ふ
る
さ
と
大
使
』
（
通
称
…
鬼
大
使
）
に
委

嘱
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
に
登
別
市
を
宣
伝

し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
ま
ち
づ
く
り
情
報

な
ど
を
提
供
し
て
も
ら
い
ま
す
。

登
別
市
ふ
る
さ
と
大
使
の
委
嘱　

８
万

円
姉
妹
都
市
で
あ
る
宮
城
県
白
石
市
と
の
産

業
や
経
済
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
福
祉
な
ど

を
通
し
て
友
好
・
親
善
を
深
め
る
た
め
、
同

協
議
会
へ
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

登
別
・
白
石
姉
妹
都
市
交
流
推
進
協
議

会
へ
の
助
成　
　

万
円

３０

登
別
市
と
白
石
市
の
小
・
中
学
生
が
、
学

校
間
交
流
を
行
い
、
互
い
の
ま
ち
の
歴
史
を

学
び
、
交
流
を
深
め
ま
す
。

ま
た
、
交
流
を
推
進
す
る
『
姉
妹
都
市
小

中
学
校
交
流
事
業
実
行
委
員
会
』
へ
補
助
金

を
交
付
し
、
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

姉
妹
都
市
の
小
・
中
学
校
と
の
交
流　

　

万
円

８３

ス
テ
イ
な
ど
を
体
験
さ
せ
ま
す
。
平
成
４
年

度
に
始
ま
っ
た
同
事
業
は
本
年
度
で　

回
目

１２

を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
に　

人
の
中
学
生
を
派

７５

遣
し
ま
し
た
。

姉
妹
都
市
で
あ
る
白
石
市
と
少
年
軟
式
野

球
大
会
や
水
泳
大
会
を
通
し
て
交
流
を
深
め

る
た
め
、
『
登
別
・
白
石
姉
妹
都
市
少
年
ス

ポ
ー
ツ
交
流
団
』
と
『
姉
妹
都
市
国
際
親
善

水
泳
大
会
参
加
交
流
団
』
へ
助
成
金
を
交
付

し
ま
す
。

姉
妹
都
市
ス
ポ
ー
ツ
交
流
事
業
へ
の
助

成　
　

万
５
千
円

９８
登
別
市
の
次
代
を
担
う
青
少
年
が
、
諸
外

国
の
生
活
や
異
な
る
文
化
に
接
す
る
こ
と
に

よ
り
、
国
際
理
解
を
深
め
、
国
際
社
会
に
対

応
で
き
る
豊
か
な
人
間
性
を
身
に
つ
け
る
こ

と
を
目
的
に
、
市
内
の
中
学
校
２
年
生
を
デ

ン
マ
ー
ク
に
派
遣
し
（　

日
間
）
、
ホ
ー
ム

１１

中
学
生
海
外
派
遣
の
実
施　
　

万
３
千

３７６

円

登
別
・
白
石
姉
妹
都
市
提
携　

周
年
記

２０

念
事
業
へ
の
補
助　
　

万
円

５０

　

年
８
月
末
現
在
の
会
員
数
は　

人
。

１４

１２２

登
別
市
と
白
石
市
と
の
姉
妹
都
市
提
携　
２０

周
年
を
記
念
し
て
事
業
を
行
う
実
行
委
員
会

に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。
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登
別
市
の
国
際
交
流
を
推
進
す
る
た
め
、

講
演
会
や
デ
ン
マ
ー
ク
か
ら
の
研
修
生
受
け

入
れ
の
支
援
な
ど
を
行
い
ま
す
。

・
国
際
交
流
の
推
進
に
関
す
る
事
業
…
市
内

の
国
際
交
流
関
係
団
体
な
ど
と
連
携
し
て
、

『
国
際
理
解
セ
ミ
ナ
ー
』
や
『
外
国
人
留

学
生
と
の
交
流
』
な
ど
を
行
い
、
国
際
交

流
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

・
デ
ン
マ
ー
ク
研
修
生
と
の
交
流
…
６
月
か

ら
約
２
カ
月
、
登
別
デ
ン
マ
ー
ク
協
会
が

受
け
入
れ
る
デ
ン
マ
ー
ク
か
ら
の
研
修
生

と
市
民
と
の
交
流
の
機
会
を
つ
く
り
、
国

際
交
流
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

海
外
の
地
方
自
治
体
な
ど
の
職
員
を
『
協

力
交
流
研
修
員
』
と
し
て
受
け
入
れ
、
日
本

の
自
治
体
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
技
術
を
習
得
し
て

も
ら
う
と
と
も
に
、
市
内
で
開
催
さ
れ
る
国

際
交
流
事
業
に
同
研
修
員
を
参
加
さ
せ
、
市

民
と
の
交
流
を
通
し
て
、
地
域
の
国
際
化
を

図
り
ま
す
。
平
成　

年
度
は
６
月
か
ら　

月

１５

１１

下
旬
ま
で
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
国
際
交
流
室

（
�
�
１
１
３
０
）

自
治
体
職
員
協
力
交
流
事
業　
　

万
９

３７２

千
円

国
際
交
流
の
推
進　
　

万
２
千
円

５４




